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第９回日本アゼルバイジャン経済委員会合同会議 プログラム 

 

日付 時間 プログラム 

2月22日 

（水） 

11:45-12:30 SOCARとの面談 

16:00 大統領との面談 

19:00 結団式 

2月23日 

（木） 

10:15 日本側代表団ホテル発 

10:45-11:00 シャリホフ副首相と会長の面談 

11:00-13:00 

【開会挨拶】 

A.シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長・副首相 

小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長／伊藤忠商事㈱副会長 

松村祥史・経済産業副大臣 

髙橋二雄・駐アゼルバイジャン日本国特命全権大使 

【基調報告】 

A.シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長 

小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長 

13:00-14:45 昼食（Ud Café） 

15:00-17:00 

【報告】 

◆アゼルバイジャン側報告① N.サファロフ 経済省次官 

「非石油セクターの発展と投資環境整備政策」 

「アゼルバイジャン経済の展望に関する戦略的ロードマップ」 

◇日本側報告① 長島公一 丸紅㈱プラント本部 本部長付部長 

「Economic Growth through Diversification of Industries」 

◆アゼルバイジャン側報告② N.サマドフ 文化・観光省次官 

「アゼルバイジャンの観光発展政策、観光産業への投資の可能性、および『ASAN

査証制度』の導入について」 

「アゼルバイジャンの観光発展に向けた戦略的ロードマップ」 

◇日本側報告② 伏見勝利 国際協力機構（JICA） ウズベキスタン事務所長 

「JICA's Operation in Azerbaijan」 

◆アゼルバイジャン側報告③ J.バイラモフ 教育省次官 

「教育分野における日本との協力の可能性」 
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◇日本側報告③ 西川洋 ㈱前川製作所 大型プロジェクトセンターグローバルシステ

ム推進センター ロシア・CISリーダー 

「アゼルバイジャンでのチキン工場での実績紹介」 

◆アゼルバイジャン側報告④ E.アガエフ 保健省次官 

「保健分野における日本とアゼルバイジャンの協力」 

◆アゼルバイジャン側報告⑤ I.フセイノフ アゼルバイジャン鉄道副社長 

「アゼルバイジャンの輸送・トランジットの可能性および、バクー～トビリシ～カル

ス鉄道と同路線による日本製品の輸送能力」 

◇日本側コメント：増子隆太郎 伊藤忠商事㈱イスタンブール事務所 トルコ代表 

◆アゼルバイジャン側報告⑦ タナカ Silk Way West Airlines日本代表 

「Silk Way航空の活動と協力の可能性について」 

◇日本側報告④ 寺島浩司 パナソニックマーケティングCIS㈱ 部長 

「Panasonic Photovoltaic Module / HIT」 

◆アゼルバイジャン側報告⑧ F.サファロフ SOCAR副社長（経済担当） 

「SOCARのプロジェクトと日本との協力」 

【質疑応答】 

◇日本側総括コメント：太田道彦 日本アゼルバイジャン経済委員会副会長 

／丸紅㈱副会長 

 

【閉会挨拶】 

小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長／伊藤忠商事㈱副会長 

シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長・副首相 

 

【署名式】 

・第９回経済合同会議議定書 

19:00 日本代表団歓迎夕食会 
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アリエフ大統領表敬訪問 

 

日時：2017年 2月 22日（水）15:30～16:00 

場所：アゼルバイジャン共和国大統領公邸 

アゼルバイジャン側出席者： 

 アリエフ大統領、イスマイルザダ駐日特命全権大使、大統領第一秘書 

日本側出席者： 

 松村経済産業副大臣、小林日本アゼルバイジャン経済委員会会長、・ 

 髙橋駐アゼルバイジャン共和国日本国大使、由井国際石油開発帝石㈱顧問 

 上野経済産業省ロシア・中央アジア・コーカサス室長 

 原日本アゼルバイジャン経済委員会事務局長 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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アリエフ大統領発言要旨： 

1． アゼルバイジャンにお出でいただいたことを歓迎する。アゼルバイジャンと日本の協力の年

月は長く、さまざまな分野での協力が進んでいる。アゼルバイジャンの大きなインフラ整備

プロジェクトは日本からの資金協力で進められている。 

2． 石油ガス分野においても日本が積極的に参加していることは喜ばしく、将来的にも活発に参

加してほしい。貿易分野の協力はよい状況であり、今回の訪問で、貿易分野の協力を話し合

い、さらによい結果が出ることを期待している。 

3． 明日の会議の成功を願っている。 

4． ACG の延長交渉は大統領として支援している。結果は近く発表される。さらに 30 年間日本

企業がアゼルバイジャンで活躍できることになる。 

5． 非石油分野も最重要課題であり重視しなければならない。アゼルバイジャンの発展は非石油

分野にかかっている。 

6． 2016年のGDPはマイナス成長であったが、非石油分野はプラス５％、うち農業はプラス 2.3％

であった。本年１月は前年比プラス 13％であった。 

7． アゼルバイジャン政府は国内産業の育成プログラムを組んでおり、日本政府にも参加いただ

きたい。農業分野および加工分野に日本の高度な技術を導入したい。日本で経験豊富なお茶

の栽培技術が導入される予定である。 

8． アゼルバイジャンの地方ではインダストリアル・パークの整備が進んでいる。そこに日本企

業が投資してほしい。 

9． ２カ所の医薬品製造拠点が実現する。日本も医薬品製造に投資してほしい。現在、医薬品は

全て輸入に頼っているが、人口は 1,000万人を超えるので、日本企業に投資してほしい。輸出

もしていきたい。 

 

松村経済産業副大臣発言要旨： 

1． 日本とアゼルバイジャンの外交関係樹立 25 周年の記念の年に実施される第９回経済合同会

議に、日本から多くの関係者が参加するので、両国間のさらなる経済関係強化につなげてい

きたい。 

2． 両国のエネルギー分野における協力関係は深い。同分野における日本企業の活動に引き続き

大統領の支援をいただきたい。 

3． 医療分野をはじめとする非資源分野での協力も重要であり、今後の進展、拡大に向け、貴国

と協力していきたい。 

 

小林会長ご発言要旨： 

1． 2015 年５月に ADB の年次総会がバクーで開催された際に、日本政府を代表してバクーを訪

問された麻生副総理兼財務大臣の面談に同席をさせていただいて以来、またこうして本日、

アリエフ大統領閣下にお目にかかれることをたいへん光栄に思う。 

2． 明日開催される第９回日本アゼルバイジャン経済合同会議は、2014年２月に東京で開催して

以来、約３年ぶり、バクーでの開催は、2011年 11月以来、５年３カ月ぶりとなる。今回、日

本側代表団は、総勢 52名が明日の会議に参加。先ほど、松村経済産業副大臣より話のあった
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とおり、本年は、日本とアゼルバイジャンの外交関係樹立 25周年を迎え、このような節目の

年に大きく発展するバクーにおいて、経済合同会議を開催できることをたいへん喜ばしく思

っている。 

3． 明日の会議では、貴国の主力産業である石油・ガスはもとより、非石油・ガスの新しい分野

でのビジネスの創出や振興の可能性について、両国がどういう協力ができるかなどに焦点を

当てた議論を予定。 

4． 現在、大統領閣下の強力なリーダーシップのもと、推進されている非石油・ガス分野の発展

に注力する経済多角化政策に関しては、日本が保有する高度な技術、豊富な経験や人材、ま

た日本政府の支援も得た資金供与力の活用により、貴国の課題解決にさまざまな貢献ができ

るのでないかと思う。 

5． また、日本企業にとっても、新しいビジネスを具体化していくことにより、同時にアゼルバ

イジャンの経済発展に少しでもお役に立てると思う。引き続き、私ども日本企業に対し、大

統領閣下のご指導、ご支援のほど、なにとぞよろしくお願いしたい。 

 

由井顧問発言要旨： 

1． 大統領閣下に再びお目にかかることができて光栄。（国際石油開発帝石株式会社は）ACG 権

益には 2002 年から参加した。ACG プロジェクトは国際石油開発帝石株式会社にとって最重

要案件である。昨年９月、2024 年から 2050 年までの継続についての基本合意がなされたこ

とを喜ばしく思っている。 

2． 当社独自の取り組みとしては、2016年４月から９月に SOCARの技術者を日本に招き、研修

を実施した。SOCAR 上層部からよい評価をいただいている。2017 年秋にも継続して実施す

る予定である。EOR（Enhanced Oil Recovery石油増進回収）をテーマとすることを要請されて

いる。貴国の技術者のニーズを満たすよう貢献していきたい。 
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＜開会挨拶＞ 

シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長／副首相 

開会挨拶 

 
開会が数分遅れて申し訳ありません。 
尊敬する経済産業副大臣、尊敬する共同議長殿、日本からご出席のみなさま。はじめに、アゼ

ルバイジャンにようこそいらっしゃいました。 
今日という日は、我々にとってたいへん重要な日であります。というのも、今日、日本とアゼ

ルバイジャンは友好関係樹立25周年を迎えました。そのような日に今回の合同会議を開催できる

ことはたいへん重要なことであり、また嬉しく思います。 
本日の合同会議が成功裏に終わることを祈念したいと思います。 

 

 
シャリホフ副首相とアゼル側参加者 

 
小林会長と日本側参加者  
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小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長／伊藤忠商事㈱副会長 

開会挨拶 

 
日本アゼルバイジャン経済委員会の会長であり、またシャリホフ副首相閣下とともに本日の合

同会議の共同議長を務めさせていただきます伊藤忠商事副会長の小林でございます。日本アゼル

バイジャン経済委員会を代表して、一言、開会のご挨拶を述べさせていただきます。 
尊敬するシャリホフ副首相閣下、アゼルバイジャン共和国政府代表の皆様、イスマイルザーデ

駐日アゼルバイジャン大使、そして日本から松村経済産業副大臣、髙橋駐アゼルバイジャン日本

国大使ならびにご来賓、ご列席の皆様。本日はたいへんお忙しい中、第９回日本アゼルバイジャ

ン経済合同会議にご参加いただきまして、心より御礼を申し上げます。 
さて、第８回合同会議は2014年２月に東京で開催いたしましたが、ここバクーでの合同会議開

催は2011年11月以来、実に５年３カ月ぶりでございます。 
また、昨年はアゼルバイジャン共和国の独立宣言から25周年という節目の年でありましたが、

さらに本年は日本とアゼルバイジャンの外交関係樹立25周年を迎えています。このような節目の

年に大きく発展するここバクーにおいて第９回合同会議を開催できますことをたいへん嬉しく

思っております。 
今回、日本側の参加者は総勢52名となり、日本からの参加者に加え、欧州、ロシア、トルコ、

ウクライナ、ウズベキスタンおよびここバクーに駐在している方々も参加しております。 
さて、アゼルバイジャンは現在、石油・ガスに大きく依存した経済・産業構造ですが、それら

に加えて非石油・ガス分野を大きく発展させる政策を進めていると聞いております。 
その意味で、日本は特に非石油・ガスの様々な分野において高度な技術、豊富な経験や人材を

保有しておりますし、加えて、日本政府の支援も得た資金供与力もありますので、それらを活用

することにより、アゼルバイジャンのさまざまな課題の解決に必ずや貢献できるのではないかと

思います。 
従いまして、このような時期に今回の合同会議が開催されることは、両国にとりまして非常に

有意義なことであります。本日の会議では特に非石油・ガス分野における新たな両国の協力関係

の可能性に焦点をあてた議論をさせて頂きますので、参加者の皆様にはぜひとも、積極的な提案

や忌憚ない意見を発言して頂きたく、宜しくお願いします。 
そして本日の会議が活気ある、有意義な会議となりますことを祈念いたしまして、私の開会の

挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。 
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＜来賓挨拶＞ 

松村祥史・経済産業副大臣 

挨拶 

 
ただいまご紹介頂きました経済産業副大臣の松村でございます。第９回日本アゼルバイジャン

経済合同会議の開催にあたり、経済産業省を代表して一言ご挨拶申し上げます。 
はじめに、シャリホフ副首相閣下をはじめとするアゼルバイジャン日本経済協力国家委員会の

皆様、小林伊藤忠商事株式会社副会長をはじめとする日本アゼルバイジャン経済委員会会員企業

の皆様、そして事務局のロシアNIS貿易会の皆様にはビジネスの促進を通じた両国間の経済関係

強化に、ひとかたならぬご尽力をいただいていることに、深く敬意を表します。 
今年は、日本とアゼルバイジャンの外交関係樹立から25周年となります。この中で、本合同会

議は1998年の設立総会以降、長期にわたり続けられ、今回９回目の開催を迎えることは、我が国

とアゼルバイジャンの間の経済関係の重要性を示すものであり、これまでの皆様のご努力に深く

感謝申し上げます。また私自身、このような記念の年に、アゼルバイジャンを初めて訪れること

ができたことを大変光栄に思います。 
アゼルバイジャンは、豊富な天然資源の開発により、大きく発展してきました。特に1990年台

半ば以降、年平均10％の経済成長を遂げてきています。近年は、産業の多角化に向け、国を挙げ

て取り組んでいるところであると承知しております。 
両国間では、エネルギー、インフラ整備などの協力に加え、医療分野を始めとする新しい分野

での協力の可能性があります。本日の経済合同会議では再生可能エネルギー、農業分野、観光分

野、さらには貿易促進に重要な物流についての議論が行われる予定であり、我が国の技術や知見

がアゼルバイジャンのさらなる発展、両国の経済関係の深化につながることを期待しています。 
我々、経済産業省としても、この会議での議論を踏まえ、二国間での経済活動が活発になるよ

う、官民連携して協力してまいりたく存じます。 
最後にこの会議の実り多き成果と、今後の両国関係のさらなる発展を祈念して、私の挨拶とさ

せて頂きます。 
 
 

髙橋二雄・駐アゼルバイジャン共和国日本国特命全権大使 

挨拶 

 
 シャリホフ・アゼルバイジャン共和国副首相閣下、小林日本アゼルバイジャン経済委員会会長

、ご列席の皆様。第９回日本アゼルバイジャン経済合同会議の開催にあたってご挨拶申し上げま

す。 
 本年は日本とアゼルバイジャンが外交関係を樹立してから25周年となる記念すべき年であり

ます。この記念となる年の最初のイベントとして、本会議を開催できることは、今後の両国の関

係の発展においてきわめて象徴的な意味を持つものと考えます。 
 両国の交流を主導してきたのは本日の会議を共催するアゼルバイジャン日本経済協力国家委

員会、並びに日本アゼルバイジャン経済委員会です。特にシャリホフ副首相は1999年以来18年の

長きに渡って、アゼルバイジャン側の議長として両国の経済交流拡大に力を尽くしてこられまし



9 
 

た。昨年、シャリホフ副首相には日アゼルバイジャン経済における協力関係の強化および二国間

の相互理解の促進の功労により、日本国から外国人に与えられるものとしては最高位となる旭日

大綬章が叙勲されました。また、日本側においては，小林伊藤忠商事副会長をはじめとした関係

者のご尽力があり、本会議が今まで的確にモメンタムをとらえる場として機能してきたものと考

えています。 
 日本政府は、アゼルバイジャンの独立以来一貫してアゼルバイジャンの国づくりと持続的発展

に役立つ経済協力を行ってきました。日本の協力によって建設されたシマル・ガス火力複合発電

所第１号機は経済成長とともに急増するアゼルバイジャンの電力需要をまかなう施設として，国

民生活に欠かせない重要な役割を果たしています。また上下水道の整備においても、我が国の支

援により地方都市における上下水道の整備が進められてきています。 
 日本はさらにアゼルバイジャンの教育、医療、民生の分野においてもきめの細かい支援を展開

し、これまでに200件以上の草の根プロジェクトを実施してきています。草の根案件の実施にお

いては、アゼルバイジャン政府、特にシャリホフ副首相のご尽力により、実施団体が安心して案

件を遂行していくことができます。これらの支援がアゼルバイジャン国民の生活向上に大きく貢

献することを希望します。 
 私は、外交関係樹立から25年以上が経過した今、日本とアゼルバイジャンの関係は新たなステ

ージに入りつつあると考えています。すなわち、日本からの経済援助を中核として二国間関係を

発展させてきた時代から、政治、経済、文化、人的交流などあらゆる分野で互恵的な協力を進め

ていく時代への移行です。 
 人的交流の面ではすでに新しい芽が生まれています。JICAによる政府主導の研修事業だけでな

く、INPEXを初めとする日本企業が実施しているSOCARの若手技術者の研修は大きな成功を収め

ており、SOCAR内部でも高く評価されていると聞いています。今後、日本で研修を受けた優秀な

技術者がアゼルバイジャンにおいて重要な役割を担っていくことで両国にとってかけがえのな

い資産になることでしょう。 
 ビジネスの面では、日本・アゼルバイジャン両国の協力の地平が従来の石油および天然ガスの

開発をめぐる分野に加え、さらに医療や農業をはじめとする幅広い分野に広がっていくことを期

待しています。 
 また，アゼルバイジャンを支える屋台骨である石油産業においては、ACG油田におけるPSAの

契約延長が今年中にも締結されるものと期待しております。PSA契約の延長により、日アゼルバ

イジャン関係はより安定した環境の下で発展していくことが期待されます。 
 また、油価の下落に伴う現在のアゼルバイジャンが置かれている困難な経済状況に鑑みても、

アリエフ大統領が主導しておられる産業構造の多角化は時宜を得たものであると思います。我々

としては、経済改革が引き続き推進され、アゼルバイジャンにおいて持続的な経済発展が成し遂

げられるよう祈念するものであります。かかる困難な時期であるからこそ、日アゼルバイジャン

双方の経済関係者がこうして一堂に会し、議論することは、極めて意義のあることであり、必ず

や今後の両国関係の発展に資することを確信しています。 
ご清聴ありがとうございました。 
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＜基調報告＞ 

シャリホフ議長 基調報告 

 
尊敬する松村経済産業副大臣、小林日本アゼルバイジャン経済委員会会長、髙橋大使、ご列席

の皆様。アゼルバイジャンへようこそ。 
まず初めに、アリエフ大統領およびアゼルバイジャン政府を代表して、本日ご列席の皆様に深

い感謝の意を述べるとともに、本日の合同会議の成功と実りある成果を祈念したいと思います。 
 
（アゼルバイジャンと日本の関係歴史） 
アゼルバイジャンは深い歴史と、豊富な文化や伝統を持つ国であり、昨年は独立25周年を迎え

ました。アゼルバイジャンの長い歴史の中で25年は短い期間ですが、国民はこの期間、長い発展

の道のりを辿ってまいりました。 
日本は1991年12月にアゼルバイジャンの独立を承認し、我が国との関係構築を最も早く始めた

国の１つであります。今年、我々は外交関係樹立25周年を迎えます。この25年間、日本政府およ

び日本国民の恒常的な支援にはたいへん感謝しております。当時から両国は互恵と友好に基づく

実りある協力関係を維持しています。 
2016年４月29日、日本政府は天皇陛下による勲章を授与される外国人の名前を発表し、光栄に

も私の名前がその中に挙げられ、旭日大綬章をいただきました。改めて、天皇閣下、日本政府の

皆様に感謝いたします。これは、我々がともに達成した成果であります。 
 
（ナゴルノ・カラバフ問題） 
独立以来、アゼルバイジャンが長い年月にわたって直面している最も深刻な問題は、歴史的に

も、法的にもアゼルバイジャンの領土であるナゴルノ・カラバフおよびその他の地域のアルメニ

アによる占領であります。アルメニアはアゼルバイジャン国民に対して民族浄化政策を遂行し、

現在、アゼルバイジャンの領土の20％を占領しています。この占領は20年以上続いており、対立

の結果として100万人以上のアゼルバイジャン人が難民や移民となっています。 
アゼルバイジャンの領土一体性は他国と同様に重要であり、我が国の領土一体性は回復されな

ければなりません。占領軍が我が国の領土から撤退すべきであり、この紛争は一刻も早く解決さ

れるべきであります。その解決は国際法およびアゼルバイジャンの領土一体性に基づいて行われ

なければなりません。 
ナゴルノ・カラバフを含むアゼルバイジャンの被占領地域で生産された製品やサービスが日本

へ輸入されたり、日本で販売されたりすることを禁止すること、そしてこれらの地域で行われる

あらゆる経済活動に日本企業が参加しないことが最も重要な問題であります。国際的に承認され

たアゼルバイジャンの国境の中で生産された製品とサービスの日本市場への輸入は、アゼルバイ

ジャン当局によって発行された証明書が付随されていなければなりません。 
 
（アゼルバイジャンと日本の協力） 
両国の協力関係が始まった日から今日まで、日本政府はアゼルバイジャンに対して総額約9,000

万ドルに上る234件の技術支援を実施し、プロジェクトの中には、保健、教育、文化、スポーツ、

輸送、農業、発電、灌漑や埋立てといった重要なプロジェクトが含まれております。現在も実施
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中のプロジェクトを含めて、保健分野で960万ドル、スポーツ分野で45万ドル、文化関連で75万ド

ル、輸送セクターで750万ドル、教育分野で80万ドル、電力分野で790万ドルとなっており、加え

て、無償支援協力と技術協力が310万ドルにのぼります。 
この間に、灌漑および水管理に関する２つのプロジェクトが日本政府の支援によって成功裏に

行われております。総額1,450万ドルもの日本の機器、工場設備、部品などが修正・メンテナンス

サービスのために購入されました。様々な機械を活用したおかげで、灌漑網や排水システムがこ

のプロジェクトにおいて活用されております。 
また、日本政府による財政支援を受けて、農業分野においても重要な事業が行われています。

日本政府による2KR（貧困農民支援）プログラムの下で、総額2,855万ドルにおよぶ９つのプロジ

ェクトが行われてきました。無償支援を通じて購入した設備を使用することで集められた資金が

2004～2013年の間に744種類もの農機の購入に費やされました。同様に、1637の様々な農機が日本

政府の2KRプログラムの下で購入され、個人や法人にも提供されました。我々はこのプロジェク

トが継続することを楽しみにしております。 
二国間のダイナミックな関係発展のもう１つの例として、駐アゼルバイジャン日本大使館によ

る「草の根・人間の安全保障無償資金協力」による我が国での活動を挙げることができます。2000
年から現在まで、この支援の枠組みで総額1,800万ドルにおよぶ211件のプロジェクトが行われて

おり、教育、保健、農業、インフラ、環境などあらゆる分野で各地方、医療機関、教育機関など

の改善が行われております。 
これに加え、440人ものアゼルバイジャンの専門家が、非常事態、上下水道システムの再建、代

替・再生可能エネルギー、灌漑、教育、保健、農業などの分野の日本での研修に、日本の財政支

援で参加しています。2016年にはこれらの研修プログラムに31人のアゼルバイジャンの専門家が

参加しました。我々は日本政府、日本の機関や企業、特に経済産業省、外務省、大使館、JBIC、
JICA、JETRO、NEXIによる、このような支援に深く感謝しています。 
私は、アゼルバイジャン日本経済協力国家委員会と日本アゼルバイジャン経済委員会の活動も

強調する必要があると思います。というのも我々が両国の経済関係の発展にとって需要かつ互恵

的な問題を討論する新たな機会を開き、実施してきたからであります。 
当然、日本との協力の最初の分野はエネルギーであり、石油・ガス分野であります。日本企業

はカスピ海の炭化水素資源の採掘、生産、輸送、ダウンストリームに深く関わっています。しか

し我々は、現在の両国関係の発展の段階において、またアゼルバイジャンの現在の経済状況に基

づくと、経済のあらゆる分野で協力の機会があると信じています。 
 
（シマル発電所の問題） 
日本政府はシマル発電プラントの建設に融資を行い、2002年に稼動しました。シマル第２発電

所の建設も近い将来完成し、稼動し、それがアゼルバイジャンの電力需要に十分に貢献すること

を期待しています。プロジェクトが遅れておりますが、早急に第２発電所の建設を完成させるた

めに日本のソフトローン融資の可能性を検討していただきたいと思います。率直に申し上げて、

副大臣閣下、このプロジェクトの遅れはアゼルバイジャン側に原因があるわけですが、この発電

所についてお願いがあります。私はこの発電所の完成をとても心配しています。何より、すでに

２年間も何の作業も行われていません。そこに納入されている設備について私は何の知識も持っ

ていませんし、情報も持ち合わせていません。また、正直に申し上げて、この状況についてより
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詳しく知っている専門家もおりません。最近２回ほど欧州委員会がアゼルバイジャンを訪問し、

シマル第１発電所の評価を行いました。とても珍しいことですが、欧州にも関心を持ってもらっ

ている発電所ということで、とても嬉しく思っています。従って、こちらの発電所についてもお

願いしたいと思います。プロジェクトの完成を続けるために、我々が考えなければならないわけ

ですが、私には設備のことは全くわからないですし、理解するための時間もありません。率直に

申し上げて、これほど遅れていることはたいへん恥ずかしいことであります。従って、我々を支

援していただきたいと思います。日本側が同じテーブルにつき、関係者と交渉し、解決策を見出

していただきたい。なぜこのような状況にあるのかと尋ねていただきたいと思います。石油の国

際市場が低迷しており、我が国の国家経済はいくつもの問題に直面していますが、この発電所の

建設プロジェクトが何らかの影響をもたらすかもしれません。ぜひ私の依頼を検討し、この問題

について考えていただきたいと思います。 
 
（アゼルバイジャンの輸送プロジェクト） 
アゼルバイジャンの国民的指導者であるG.アリエフ前大統領は、外国企業との協力の新たな可

能性を開くという政策によって、1994年に結ばれた「正規の契約」を主導しました。ACG油田の

開発によって、数年後にはアゼルバイジャンの石油が世界に輸出されました。アゼルバイジャン

の石油を世界市場に輸出している日本企業の皆さんに感謝したいと思います。 
アゼルバイジャンはカスピ海の膨大なエネルギー資源を世界市場に送り出した最初の国であ

ります。アゼルバイジャンの最も重要な役割の１つがカスピ海と黒海や地中海地域をパイプライ

ンで結ぶということでもあります。 
我々は現在、「南ガス回廊」と呼ばれるグローバルなエネルギープロジェクトに取り組んでお

りますが、これが実現した暁には、たくさんの国々にとってアゼルバイジャンは信頼のおけるガ

ス輸出国となります。プロジェクトのコストは約450億ドルで、アゼルバイジャンが実施の主導

的な役割を果たしています。世界最大規模のガス・コンデンセート鉱床の１つである「シャフ・

デニス2」プロジェクトの90％はすでに遂行されており、来年には完了すると思います。TANAP
プロジェクトの大部分もすでに実施されております。 
我が国のエネルギー政策は国益と協力に依拠するものであり、アゼルバイジャンはこの分野に

おける責任を果たしていく必要があります。 
同じことを輸送回廊の創設についても申し上げることができます。我が国は有利な地理的位置

にありますが、ふさわしいインフラがなければそのような優位性は何の意味も持ちません。つま

り、我々の努力は、輸送分野におけるこの地域の協力関係を構築することに向けられています。

特に、アゼルバイジャンから西ではバクー～トビリシ～カルス（BTK）鉄道の建設に関する作業

が重要な位置を占めており、これは「東西輸送回廊」の枠内で行われているものです。このプロ

ジェクトは今年の後半に最終的に稼動することを期待しております。この機会に、年末までに完

成を予定している回廊を有効活用する日本企業にぜひアゼルバイジャンにお越しいただきたい

と思います。繰り返しになりますが、このプロジェクトが実現すると、今まで海を通じて45日か

かっていたところが、鉄道を使うことで10～12日短縮することができます。 
また、もう１つ実施中のプロジェクトが「南北回廊」です。アゼルバイジャンはこのプロジェ

クトにおいても重要な位置を締めており、実施に真剣に取り組んでおります。というのも、お手

元にある地図をご覧いただければ、２つの回廊によって新たな活動のエリアが誕生し、経済成長
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と産業発展を推進し、様々な国や企業が時間を節約して貨物の輸出を実現できることがお分かり

いただけると思います。「東西回廊」および「南北回廊」を通じて貨物を輸送する企業は２週間も

の時間を節約することができるでしょう。 
 
（アゼルバイジャンの経済政策） 
アリエフ現大統領による第２の経済政策のおかげで我が国では安定した民主主義が構築され、

マクロ経済の安定かつダイナミックな経済成長の安定した基盤が確立されています。目標に向け

た断続的な努力によって、非石油セクターおよび地方の発展が加速しており、国家が企業を支援

し、恵まれたビジネス・投資環境が発展しています。 
ここ数年の国家経済の重要なプライオリティは非石油セクターの発展であります。この分野に

おいて、ここ数年間でいくつもの成果が現れています。現行の経済改革のおかげで経済が多様化

され、産業の発展がGDP成長率に表れています。 
農業に関連していくつもの重要な措置が取り組まれています。農業従事者はいくつもの特権が

与えられており、例えば、土地税を除くあらゆる税金が免除されています。低い金利やローン、

燃料、肥料、特定の機関の補助金などが含まれます。アゼルバイジャンと日本との間の農業分野

の協力を期待しておりますが、そのためにまずは、アゼルバイジャンで生産された果物や野菜、

完成品、アゼルバイジャン産ワインなどの日本市場への輸出を促進し、この市場へのアクセスを

簡素化し、必要な措置をとる必要があります。10年前も我が国のワイン製品やいくつかの農産品

についてたくさんの試みを行い、一時的な協定によって一部の製品を日本市場に出しました。し

かし残念なことに時期尚早だったのか、何の成果もありませんでした。従いまして、ここで日本

の代表の方々に改めてお願いしたいと思います。もちろん、非石油セクターは農業分野だけでは

ありませんが、ぜひこの分野を強調させていただき、我々に対する支援が必要だということを明

確にさせていただきたいと思います。 
さて、非石油セクターの主要な分野の１つとして観光業の発展についても国で継続的な事業が

行われております。国の有益なポテンシャルをより効率的に活用するために先進的な国際的事例

を学び、さまざまな活動を現在行っております。私が知る限り、日本は最も観光に関心のある国

で、日本人はいつも旅行しているようですが、残念なことにアゼルバイジャンは日本の旅行者の

目的地とはなっていないようです。しかし、なぜ日本人がアゼルバイジャンに来ないのかと責め

ることは間違いであり、我々がこの点について真剣に取り組まなければならないでしょう。 
アゼルバイジャンは観光という観点からとても魅力的な国です。アゼルバイジャンは豊富な文

化遺産を有しており、我々の歴史的建造物や古代文化が観光客を魅了しています。一方でアゼル

バイジャンは近代的に発展した国家でもあり、観光インフラはとても発達しています。アゼルバ

イジャンには素晴らしい料理があり、最適な気候があり、国民は皆ホスピタリティに溢れ、安定

かつ安全な環境があります。2017年１月10日にE-visaを発行するために設置されたASAN査証シス

テムのおかげで査証制度の簡素化も行われています。従って、かつてはアゼルバイジャンを訪れ

るために査証取得の問題がありましたが、現在はこの問題は大幅に緩和しています。 
税制や通関業務もより効率化され、税と関税の制度の改善が図られ、根本的な改革が行われ、

透明性とフレキシビリティが達成されています。 
昨年、アゼルバイジャンで生産された製品の質と安全性の向上や輸送能力の拡大に向けて必要

な措置が採られました。今後は、外国との貿易がさらに自由化され、透明性とフレキシビリティ
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を達成するために要求される国際基準に合わせた国家基準が導入され、国際基準に基づいて国内

の技術基準や新しい用件が適用されるようになるでしょう。 
昨年、アゼルバイジャンには総額11兆7,000億ドルの国内外の投資が行われました。 
いくつものインダストリアルパークがアゼルバイジャンには設置され、設立プロセスは今も続

いています。スムガイト化学インダストリアルパークでは大規模なプラントが建設されており、

そこでの投資は10億ドルを超えています。ミンガチェヴィル・インダストリアルパークも昨年設

立されました。ここでは第１フェーズとして９つの近代的な繊維工場の建設が予定されており、

軽工業の発展が目指されています。昨年はカスピ海に近い島、ピラライでも製薬工場の起工式が

昨年行われました。２つの新しいインダストリアルゾーンと観光インフラがピラライ島に設置さ

れる予定です。バラハニ・インダストリアルパークや他にも多くのパークの設置作業が進んでい

ます。 
そのため、我々はインダストリアルパークにおける日本との協力の深化を期待しています。様

々な投資プロジェクトへの日本企業の関与がアゼルバイジャンで設置されているインダストリ

アルパークにとても重要な意味を持ちます。スムガイトとバラハニは経済発展省、ピラライは運

輸・通信ハイテク省が管理しておりますので、プロポーザルなどがあれば、大歓迎いたします。 
代替・再生可能エネルギーの分野も近年はアゼルバイジャンにおいて優先分野であります。我

が国では最新のソーラープラントや風力発電所の建設に高いプライオリティをおいており、この

分野で主要な日本企業と協力を確立することを望んでいます。関連する日本企業や機関にぜひ提

案をお伝えいただきたいと思います。 
 
（アゼルバイジャンからの提案） 
アゼルバイジャン側のメンバーは、投資や技術支援を含むいくつもの分野における協力発展に

関して、アゼルバイジャン側のプロポーザルに関する情報を提供します。以下のプロポーザルに

ぜひ注目していただきたいと思います。 
 

1．経済分野 
 フジクラによる自動車部品製造工場のアゼルバイジャンに近い地域への建設 
 アゼルバイジャン産のワイン、蜂蜜、果物ジュース、ナッツ類、ドライフルーツの日本へ

の輸出をアレンジするために活動する輸入業者のアゼルバイジャン訪問のアレンジ 
 スムガイト化学インダストリアルパークの入居企業であるAzertexnolayn LLC、SOCAL 

Polymer LLC、AzerFloatなどがアゼルバイジャンの中で生産した、もしくは生産する予定の

製品の日本市場への輸出 
 三井化学や大阪石油化学による、スムガイト化学インダストリアルパークのポリマー生産

ラインで使われる触媒の生産の可能性の検討 
 BTE鉄道およびバクー国際貿易港によって開かれる可能性によって日本企業が利益を得

る輸送分野での協力の実現および見港湾地域を含むバクーのガラダフ地区における自由

貿易ゾーンタイプの経済特区設置に関心のある日本企業の関与 
 新しい投資協定締結に向けたアゼルバイジャンと日本の交渉の開始 

 
2．農業 
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 地元の条件にあった新しい水田の開発、試験、登録、種子栽培システムの再構築、生成さ

れた種子やサンプルの交換に関する日本との協力 
 アゼルバイジャンにおける農地の整備、その土地への高付加価値作物の植え付けと輸出 
 生鮮品の梱包における日本企業の協力 
 アゼルバイジャンにおける畜産合弁企業の設立 
 人材育成、学術研究・教育分野との直接的な協力拡大に関する共同プログラムの実施 
 低所得農家に対する食の安全プロジェクト（2KR）の継続 

 
3．文化・観光 
 アゼルバイジャンと日本でのミュージカル上映、両国の歌手のコンサート、国際文化イベ

ントへの参加 
 観光分野の経験交流 
 両国の旅行会社およびエージェントの協力 

 
4．先端技術 
 アゼルバイジャンの将来の発展に重要なイノベーションの発展や先端技術の発展のため

に、ピラライおよびミンガチェヴィルのハイテクパークにおける生産の可能性を発掘のた

めの日本による資本投資の再検討 
5．非常事態 
 非常事態に対応するためのレスキューや日本で活動する捜査チームの専門的発展に関わ

る関連組織の関係構築および専門家の経験交流 
 
6．保健 
 アゼルバイジャンにおいて優先分野とされている保健分野、特に内視鏡手術、医療援助、

集中治療、救急医療、病院管理といった分野における京葉大学および神戸大学の専門家に

よる理論および実践コースの開設 
 
8．教育 
 日本政府による日本で教育を受けるためのアゼルバイジャン人10～15名の招聘 
 日本の職業教育訓練に対する理解をより深めるための協力関係の構築と両国間の共同プ

ロジェクトの実現 
 職業教育訓練分野の経験交流を組織するための協力MOUの調印 
 Eラーニング用教材準備における経験交流 

 
9．標準化・方法論・パテント 
 両国の標準化、計量、認定、認証機関との連携を確立し、質の高いインフラにおける日本

の経験を引き出すこと 
 代替・再生可能エネルギー源、エネルギー効率、標準化および計測における技術規制（建

物の実験室および国際レベルへの適合など）に沿った協力 
 日本におけるイノベーション・トランスファー・センターの設立と運営、伝統的な知識を
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含む医学的な特許の受入、保護および導入、特許制度における専門的な発展の経験を学ぶ

こと 
 
10．水供給 
 日本の国際協力機構とアゼルバイジャン政府が共同出資した「小都市の上下水道プロジェ

クト」において、５都市（Shirvan、Salyan、Neftchala、Barda、Yevlakh）の上下水道再建の

ための追加的な資金供与 
 将来的に日本政府が組織する専門家の育成と従業員の再教育のための "Azersu" OJSC現代

トレーニング教育センターの使用 
 
我々はアゼルバイジャンと日本との協力がすべての経済分野において拡大することを望んで

います。我が国の経済の非石油セクターの更なる発展と創設が重要であります。本日の第９回合

同会議がダイナミックなアゼルバイジャン日本関係の発展の拡大と深化に重要な役割を果たす

ことを望んでおります。改めまして、皆様の本日の活動および今後の成功を祈念して私の基調報

告とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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小林会長 基調報告 

 
ご来賓、ご列席の皆様。第９回日本アゼルバイジャン経済合同会議の機会に、日本側を代表し

て、基調報告を行う機会を頂きましたことを、大変光栄に存じます。 
また、今回の合同会議開催に際して、多大なる準備をして頂くと共に、本日、日本側代表団を

温かくお迎え頂きましたシャリホフ副首相をはじめとするアゼルバイジャン側関係者の皆様に

対しまして、心より御礼申し上げます。 
先ず、昨年４月、シャリホフ副首相は、日本政府より外国人としては最高の勲章である旭日大

綬章を受賞されましたことは、誠におめでたく、改めて心よりお喜び申し上げます。これは副首

相が、長年にわたり日本とアゼルバイジャン両国の関係強化と相互理解の促進に寄与された功績

が、高く評価されたものでありますが、日本アゼルバイジャン経済委員会といたしましても、大

変喜ばしく思っております。 
また、昨日は、アリエフ大統領との面談の機会をいただきました。大統領からは、本合同会議

のこれまでの歴史や実績を高く評価していることに加え、今回の合同会議により、アゼルバイジ

ャンの主力産業である石油・ガス産業のみならず、新たな分野で、日本とアゼルバイジャン両国

の貿易・投資や人的・技術交流が、今後益々拡大・発展する機会となることを期待しているとの

お言葉を頂戴致しました。 
 

（日本経済） 
さて日本経済の現状ですが、日本の内閣府が発表した統計によりますと、2016年の名目GDP総

額は537兆3,000億円、ドル換算で約４兆9,000億ドルでした。また実質成長率は、前年比1.0％増で

したので、2015年のプラス1.3％と比較しますと、2016年は若干鈍化したものの、ほぼ前年並みと

なりました。 
 

（2016年の両国貿易） 
一方、日本とアゼルバイジャンの貿易については、日本の財務省発表の輸出入通関統計の速報

値によれば、2016年の両国間の貿易総額は、約１億ドルとなり、前年比35.1％増となりました。

但し、アゼルバイジャンのACGおよびBTCプロジェクトに参加している日本企業が、第三国向け

に販売している原油等の貿易取引は、この両国の輸出入通関統計には、含まれていませんので、

それをカウントすれば、実質的な両国の貿易取引額としては、１億ドルをはるかに上回るものと

思われます。 
貿易総額の内訳ですが、日本からアゼルバイジャンへの輸出総額は、約9,700万ドルと前年比

32.8％増と大幅に伸び、主要品目としては、鋼管、機械類、自動車等が占めております。これは

日本の優れた品質の製品や技術がアゼルバイジャンで高く評価されているものと推察されます。 
一方、アゼルバイジャンからの輸入は約300万ドルとなっており、特に非鉄金属の輸入が伸び

ました。 
このように2016年は、若干増加傾向を示した日本とアゼルバイジャンの貿易ですが、残念なが

ら両国の貿易は輸出入とも、年によって変動が激しく、不安定な状態が続いております。これは

取引品目が限定的であり、換言すれば、両国の貿易が、石油・ガス用の鋼管および自動車等の特

定の範囲のビジネスに留まってしまっていることが要因と考えられます。 
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従い、両国間の貿易を安定的に発展させる為には、貴国が現在注力されている非石油・ガスの

新たな分野でのビジネスを創出・振興するとともに、更なる投資の拡大が必要だと思います。 
 

（非石油・ガス分野） 
今回の合同会議の開催に際しては、アゼルバイジャン側から、非石油・ガス分野に焦点をあて

た会議にしたいとの強いご意向を頂戴致しましたので、今回日本側からは、食品、太陽電池モジ

ュール等に関する報告も予定をしております。 
貴国ではすでに、非石油・ガス分野の発展に注力する経済多角化の政策を掲げ、建設、農業、

IT・通信、製造業などの成長を促進し、脱資源依存型経済を発展させる努力をされていると伺っ

ております。開会の挨拶でも申し上げましたが、非石油・ガスの多くの分野では、日本が保有す

る高度な技術、豊富な経験や人材、また日本政府の支援も得た資金供与力を活用することにより

貴国の課題解決に貢献できるのではないかと思います。また私ども日本企業にとりましても、新

しいビジネスを具体化していくことにより、同時にアゼルバイジャンの経済発展に少しでも貢献

できるのではないかと思います。 
さてここでアゼルバイジャンの地政学的に極めて重要な位置と役割について、一言述べたいと

思います。アゼルバイジャンは、ユーラシア大陸の中心に位置し、資源や製品のハブ的機能を保

有する物流での拠点であり、近年益々そのトランジット国としての需要性が、高まっており、国

際的に大きな関心を集めています。具体的には2015年８月、中国から初のコンテナ列車が試験的

に運行され、約15日間でバクーに到着しました。2015年12月には、アリエフ大統領が中国を訪問

され、東西の陸上輸送を今後大きく拡大させるための「シルクロード経済ベルト」の設立に関す

る覚書に調印されました。さらに、2016年４月に、アゼルバイジャン、イランとロシアの三ヵ国

外相会談が行われた際には、ロシアからアゼルバイジャン経由イランへと繋がる南北の輸送回廊

の可能性についても活発な議論が行われました。この様にアゼルバイジャンが、ユーラシア大陸

を東西・南北に結ぶルートの拠点としての重要性が高まってきております。 
一方、我が国との間でも、2016年１月からSILKWAY社が、バクーと石川県小松との間の直行貨

物便の運航をスタートさせております。 
 

（経済委員会の活動他） 
日本アゼルバイジャン経済委員会では、昨年５月、イスマイルザダ駐日大使をお招きして、会

員との昼食懇談会の機会をもちました。世界の不安定な経済情勢について様々な観点で意見交換

を行うと共に、大使よりはナゴルノ・カラバフ紛争の再燃という問題を抱えるアゼルバイジャン

の政治・経済情勢について、最新のお話をお伺いすることができ、大変有意義な会合を持てたと

思っております。 
また2015年８月には、アゼルバイジャンの石油基金が、東京・銀座の商業施設「キラリトギン

ザ」がオリックスから500億円余りの対価で取得されたことにより、日本人のアゼルバイジャン

への関心が高まりました。 
一方、アゼルバイジャンは、2012年５月にユーロビジョン・ソング・コンテストを開催、2015

年には、５月のADB総会に続き、６月に第１回欧州競技大会を開催、更に2016年にはF1欧州グラ

ンプリを開催する等、国際イベントを次々と積極的に誘致することにより、インフラ整備と都市

づくりを進められてきましたが、同時にバクーの知名度は、世界的に大きく向上しております。 
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既に述べました通り、アゼルバイジャンの経済と産業構造は、未だに石油・ガス分野に大きく

依存していることが、貴国の大きな課題となっております。今後、日本アゼルバイジャン経済委

員会としては、特に非石油・ガス分野における新たな両国の協力の可能性を見出すべく、本日の

会議を踏まえ、更なる努力を傾注していく所存です。 
従い本日の会議に参加している両国の皆様には、今後とも多岐にわたる分野の情報や率直な意

見交換をして頂き、状来多くの新しいビジネスやプロジェクトが具体化していくことを期待して

おります。 
以上、本日の合同会議が実り多いものとなりますことを祈念して、私の基調報告を終えさせて

いただきます。ご静聴ありがとうございました。 
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＜報告＞ 

N.サファロフ・アゼルバイジャン経済省 次官 
「非石油セクターの発展と投資環境整備政策」 

「アゼルバイジャン経済の展望に関する戦略的ロードマップ」 

 
尊敬する共同議長、尊敬する経済委員会の皆様。両国の二国間協力に関して両共同議長が実に

詳細な見解を述べ、現状を示し、将来の展望について言及してくださいました。私の方は、より

詳細に二国間協力についてお話させていただきたいと思います。 
日本というアジアの強力な国との協力が非常に重要であるということは疑う余地もありませ

ん。それは、建設、農業、ハイテクなど様々な分野で進められており、たくさんのポテンシャル

がまだ存在します。 
投資という観点で見ると我々の協力関係はあまり拡大が進んでおりませんが、農業、医薬品、農

産物加工などにおいて様々な企業が日本企業のアゼルバイジャンへの投資誘致に関心を持って

おります。農業分野の協力はたくさん可能性があることについては、すでにシャリホフ副首相が

述べたとおりです。そして輸出入業者をぜひアゼルバイジャンに招待したいと考えています。こ

れは両国にとってたいへん有益なことです。 
工業分野、特に農薬、家庭用化学品、農業通信技術において大きなポテンシャルが言われてき

ております。あらゆる日本企業が対象となりますので、我が国の発展に資するインダストリアル

パークに日本企業を招待したいと思います。すでに昔から存在しているスムガイト化学インダス

トリアルパークがありますが、シャリホフ副首相が言及したとおり、他にもアゼルバイジャンに

は５つのテクノパークがあります。我々はそこに製薬工場の建設を進めており交渉は順調に進ん

でいます。JGCとスムガイトとの間で医薬品の生産、梱包に関する協力協定が調印されました。

現在、MOUの調印も考慮に入れております。 
インダストリアルパークの設置は我が国の非石油セクターの発展に資するので、非常に特別な

ものであります。インダストリアルパークでは特別な優先システムが適用されております。最初

のインダストリアルパークであるスムガイトは、スムガイト・ポリマー・ラインのような大規模

なプロジェクトを実施中で、他にもいくつものプロジェクトが実施されています。 
農業分野における協力については前述の通りですが、特に指摘したいことは、農業生産者はあ

らゆる関税が免除され、肥料や種子を購入するためのローンを享受したり、ナッツ、ぶどう、サ

トウダイコンなど13種類の製品の生産に際しては特殊な補助金が与えられるなど、いくつもの特

別なプログラムが、大統領の指示によって実施されています。経済発展の主要な方針として、国

家経済の輸出志向製品生産の促進が挙げられていることを何度も述べてきましたが、大統領令に

よっても、アゼルバイジャンブランドの促進がベースとなっています。我々の調査に基づき、外

国でアゼルバイジャン産の製品を認識してもらうために、在外アゼルバイジャン通商代表部を設

置することを健闘しています。 
国家経済および経済の優先分野についての戦略的ロードマップが作られ、大統領令によって承

認され、進められております。ロードマップは2020年までの長期戦略目標をカバーし、2025年ま

でのアクション・プログラムであります。このロードマップは国家経済発展の現状や市場経済政

策、マクロ経済状況等を定義してきました。戦略的な展望、目標とする指標、目的などがロード

マップの中で設定されております。 
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以上、日本とアゼルバイジャンの経済協力に関する現状と発展の展望に関する短いプレゼンテ

ーションになります。ご清聴ありがとうございました。 
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長島公一・丸紅㈱ プラント本部 本部長付部長 
「Economic Growth through Diversification of Industries」 

 
丸紅は1958年創業の日本の大手総合商社の１社で、トレード、投資事業を全世界で展開してい

ます。東京を本社に、世界67カ国132カ所の拠点を有し、グループの従業員数は約39,000人となり

ます。 
本日紹介する産業プラント部隊は、全世界を対象に製鉄、繊維、製糖、セメント、製紙、産業

用発電設備等の一般プラントを供給するビジネスを行っています。また、環境関連の排出権ビジ

ネスやODA関連ビジネスにも対応します。契約の形態も多種多様であり、お客様のニーズに合わ

せて、EPC契約から個別機器の供給まで柔軟な対応が可能です。 
弊社の主な納入実績がある国とその対象設備を見ていただくと、豊富な経験を有することをご

理解いただけると思います。アゼルバイジャンでは、ハード供給の実績はありませんが、新規製

鉄所のFS作成の仕事をさせて頂いた経験があります。また近隣国では、トルコで製鉄、セメント

関連のプラント設備を納入致しました。本日はこれらの経験を基に、脱石油、すなわち、産業の

多様化について、どんなお手伝いができるのかを述べたいと思います。 
我々が取り扱っているビジネスアイテムは非石油分野です。これらのアイテムは、軽工業から

重工業まで様々ですが、いずれの分野も、経済のけん引役となる可能性のあるものであり、原油

主体の経済からの多様化を図れるものです。産業の多様化のキーワードとしては、雇用の創出、

地方経済の活性化、教育機会の拡大、輸入代替等を動機として新しい産業を作る、あるいは国内

に既に存在する産業の生産バリューチェーンを上流や下流に充実させる、あるいは、現存する天

然資源や人材を有効活用する産業を作り上げるということだと考えます。例えば、アゼルバイジ

ャンでは綿花栽培が盛んだと聞きます。これを糸や布に加工していくバリューチェーンを構築す

る、使われていない鉄鉱石、ガスを利用して製鋼、製品にする、製鉄業を増強する、ゴミを回収

して発電をする等、様々なプロジェクト形成のパターンが考えられます。また、これを具体的に

実現するためには、スタディーを手伝いし、建設、操業サポートを行い、ファイナンスアレンジ

を適切な形で行うことが必須です。 
我々はこの様な機会、すなわち、育成できそうな産業の芽がある国に対して、プロジェクトの

スタディーからお手伝いをし、技術導入、設備の供給と建設、操業に必要なノウハウの提供、更

には、プロジェクトオーナーが必要な資金を確保する為のファイナンススキームを供に検討し、

実行することで、産業多様化のお手伝いができると考えています。 
弊社の実績の１つを紹介します。アフリカ、サブサハラのアンゴラはアフリカ有数の産油国で

すが、2003年まで内戦が続き、かつて繁栄していた産業も長い戦争の果てに荒廃し、経済は石油

に依存しています。従って、産業の再建や創造は国民の生活に資するものであり、すなわち、雇

用の創出、首都一極集中を避け地方経済を富ませることが急務でした。この国が目を付けたのが

繊維産業です。かつてアンゴラは綿花栽培国であり、過去に建設、操業していたものの、内戦で

長い間操業停止していた３箇所の繊維工場を全面的にリニューアル、再建する仕事を2009年に受

注し、2016年までに全て完工させました。スタディーのお手伝いから、建設、操業に必要なノウ

ハウ、従業員の為のトレーニング等を供給し、主要なファクターであるファイナンスアレンジに

ついてはJBICの全面的な協力をいただきました。繊維産業はすそ野が広く、3,500の直接雇用が生

まれ、間接的には数万人の雇用機会ができるといわれています。アゼルバイジャンの国情は、ア
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ンゴラとは全く異なるものと認識していますが、一方で、産業の多様化を図ることが、この国の

更なる発展を促すのではないかと思います。 
またタイで受注したごみ処理発電案件もあります。廃棄物をボイラーで焼却し、発生した熱源

で発電をするもので、環境負荷の低減につながることもあり、弊社が力を入れている分野です。

こういったものも、産業の多様化ではありませんが、国の発展に貢献すると考えます。 
最後に、弊社が、提供できるアイテムを今一度列挙させて頂きますと、綿花に付加価値を付け

る繊維産業、天然資源を使った製鉄・セメントの素材産業、輸入代替となる生活紙（ティッシュ

ペーパーなど）の製造、また、環境に配慮したWaste to Energy等がお手伝いできるアイテムです。

これらの中には、アゼルバイジャンの経済発展に直接・間接的に貢献できるものがあるのではな

いかと思います。実施に興味がある分野がございましたら、是非お声掛けを頂ければ幸いです。 
ご静聴ありがとうございました。 
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N.サマドフ・アゼルバイジャン共和国文化・観光省 次官 
「アゼルバイジャンの観光発展政策、観光産業への投資の可能性 

および『ASAN査証制度』の導入について」 

 
尊敬する共同議長、ご来賓の皆様、アゼルバイジャンへようこそ。私の方からはアゼルバイジ

ャンの観光業のポテンシャル、最新の改革、観光分野の展望、両国の既存の協力に関する最新情

報などを簡単なプレゼンテーションで皆様にご紹介したいと思います。 
アゼルバイジャンの観光分野の可能性としては歴史、ビジネス、文化遺産、エコツーリズム、

ビーチツーリズムなどがあります。 
アゼルバイジャンの歴史、文化遺産、文学、芸術、音楽というのは非常に豊かであります。と

いうのも我が国は古代の聖地に位置し、歴史的に国際観光ルートの一部に加わっていました。何

千もの歴史的記念物が登録されており、中でも古都ゴブスタンのペトログリフはユネスコの世界

遺産に登録されています。そして、アゼルバイジャンの伝統音楽ムガームやアショーク、小説、

祭典、カーペットなどは伝統的価値があり、これらについては、ユネスコの無形文化遺産に登録

されています。 
アゼルバイジャンでは長いあいだ観光といえば夏の時期が活発でしたが、多角化が進められて

います。例えば、2009年からグサルで「シャフダグ観光コンプレクス」プロジェクトがスタート

しています。現在、このコンプレクスはほぼ完成に近づいており、このコンプレクスの建設によ

って、シャフダグ国立公園ではスキーなど冬の観光の可能性が広がる可能性が高まっています。

また、別のプロジェクトとして2014年からガバラにおいて「トゥルファンタグ健康リゾートコン

プレクス」も進められており、これも冬の観光の可能性を持っています。 
アゼルバイジャンはMICEのポテンシャルも秘めており、2014年にはMICEの分野で観光が効率

的に活用され、PPPをベースにしたアゼルバイジャン・コングレス・ビューローが設立されまし

た。現時点でこのビューローは国内および海外でとても成功裏に運営されている。新しい傾向と

してショッピング・フェスティバルがあり、年に２回、４月と10月に開催されています。 
また、アゼルバイジャンはカスピ海やアブシェロンの海岸線に沿って豊富なビーチ観光の要素

も持っています。閣僚会議の決定によると、2016年８月１日時点で、いくつものビーチ・クラス

ターを持つ特区が設置される可能性があります。 
さて、ここでいくつかの統計数字を挙げたいと思います。まず、外国人観光客について、2016

年は220万人でした。GDPに占める観光業のシェアは2015年に4.5％に達しています。そして、観

光業で働く人々の数の動向を見ると、2016年で49,449人となっており、ここ数年で観光業が劇的

に増加していることがわかります。ホテルやホステルの数は2016年に539件増加し、現在は37,278
件、旅行会社の数は544社に達しています。 
近年の観光業の発展は大統領によって実施されている改革と閣僚会議によって出されている

いくつもの文書に関係しております。2016年８月１日、ハチマス観光・レクレーション特区の設

立が閣僚会議によって決定にされました。観光・レクレーション特区の発展によって、観光業は

より効率的に経営され、新しい観光インフラが提供されることになります。観光インフラの発展

については、グバも同様であり、アゼルバイジャンの観光庁はここでもショッピング・フェステ

ィバルの開催を計画しています。また、国内線の効率化も予定しており、専門的な訓練を行う予

定です。 
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国境を越える手続きを簡素化するため、大統領令によって観光評議会が設立され、観光分野の

分析や調査を行うことになりました。我が国は査証が必要ですが、2013年までにE-visaを適用し、

大統領によって2016年６月にはASAN査証システムを通じて更なる改善が行われました。刷新さ

れた点は次のとおりになります。 
まず、査証は３日以内に発行され、査証取得に必要な書類を減らしました。ASAN査証システ

ムは81カ国に適用されておりますが、現在、2015年の大統領令によって日本を含むいくつもの国

の国民が空港到着時に査証を入手することができるようになっております。 
継続的な活動の結果として、2016年12月時点でアゼルバイジャンにおける観光業の発展に特化

した戦略的ロードマップが発行されています。 
最後に、日本とアゼルバイジャンとの協力について言及したいと思います。2016年にアゼルバ

イジャンを訪問した日本人旅行客の数は3,383人に達しております。そのポテンシャルには遠い数

字ですが、我々は増えることを期待しております。2007年以来、我が国の代表は８回ほど、東京

で行われたJATA主催の国際観光展に参加しました。加えて、国の観光ポテンシャル促進のために

我々は日本のジャーナリストを招待したりもしています。 
アゼルバイジャンでは観光ビジネス発展のために、そしてより高いプライオリティであるアゼ

ルバイジャンの持続的な発展のために、2017年１月31日付で、投資誘致文書への修正に関する大

統領令を発行しました。それによると、７年間個人の所得税が免除され、法人の利潤税も50％と

なります。また、７年間、VATや関税も免除します。こうしたあらゆる改革がアゼルバイジャン

と日本との間の観光分野の協力の発展を促進するものと確信しています。これを機会に、ぜひ日

本のビジネスマンの方々にアゼルバイジャンにお越しいただき、この分野に注目していただきた

いと思います。ご清聴ありがとうございました。 
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伏見勝利・国際協力機構（JICA） ウズベキスタン事務所長 
「JICA’s Operation in Azerbaijan」 

 
アゼルバイジャン向けのJICA事業のうち、円借款事業以外はウズベキスタン事務所が所掌して

います。本日はJICAによるアゼルバイジャンにおける主な活動をご説明します。 
JICAは日本政府の援助開発実施期間として、150カ国以上を対象として、技術協力、無償資金

協力、有償資金協力を中核に、ボランティア派遣事業、民間連携事業、緊急援助隊事務局業務等

を実施しています。 
技術協力は、専門家派遣、研修員受け入れ等を行い、先方政府の能力強化を目的としている。

無償資金協力においては、外交的観点等によって外務省が実施するものを除いて、JICAで実施し

ている。有償資金協力は相手国政府に融資を行う円借款と民間セクターなどによる事業に出融資

を行う海外投融資があります。 
JICAのアゼルバイジャン向けの協力概要ですが、日本政府が策定している「対アゼルバイジャ

ン国別開発協力方針」に基づいて優先分野を決めています。同方針では、記載の３点を開発課題

とし、優先的に協力を行っている。 
統計でいえば、対アゼルバイジャンの二国間のODA実績では、日本が第１位となっています。

例えば、1994年から2014年まで円借款協力においては約1,000億円、無償資金協力においては96億
円、技術協力においては33億円の支援を行っています。 
次に、それぞれの開発課題に対する事業例を簡単に説明します。経済インフラ整備としては、

特にエネルギー分野や運輸を中心に行っています。円借款を通じたシマル火力発電所の建設にも

協力しています。 
基礎的な社会サービスおよび災害対応能力の向上としては、保健、上下水道、医療、防災分野

での協力を推進しています。 
格差是正に向けた農村開発および産業多角化では、農業機械や灌漑整備のための機材供与や研

修を実施しています。無償資金協力では農業や保健セクターが多く、有償資金協力では電力セク

ターが多いということが特徴になっています。 
JICAは、日本企業からの提案に基づき、対象国の経済社会的発展に資する民間事業の足掛かり

として、「開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業」を実施しています。 
これまでのJICAの協力は、日本の主に公的セクターが有する技術の移転を目指してきましたが

対象地域の経済社会的発展には、民間セクターの発展も重要であることから、日本の民間企業が

有する知見を活用させていただくことも有益であると考えています。 
ここからは、民間連携スキームの概要と日揮株式会社様とニプロファーマ株式会社様の提案事

業の概要を紹介します。 
「開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業」の概要を説明します。業務の

内容としては、日本での活動と現地での活動があります。日本での活動では、対象国の人員を日

本に呼び、日本の関連制度の講義や民間企業の製品・技術・システム等の運用現場視察及び技術

指導を行います。そして現地活動では、民間企業等の製品・技術・システム等に係るセミナー、

技術指導、製品の理解促進を目的とした実証活動等を行います。 
期待される成果としては、日本の民間企業と先方政府関係者との人的ネットワーク形成、日本

の民間企業の製品・技術・ノウハウ・システム等の活用促進、日本の民間企業の海外事業展開の
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促進を通じた対象国の人々の生活の質の向上を期待しています。 
アゼルバイジャンでは、医薬品の量と質の担保が不可欠である状況にあるとともに、産業の多

角化がますます重要となっていると理解しています。日揮及びニプロファーマの提案では、国際

基準に則ったジェネリック医薬品製造施設を建設することが最終目標と伺っています。このニー

ズと目的をつなぐところがJICAの役割であり、ご提案で掲げられている最終目標を目指し、JICA
はその足がかり部分を支援させていただいています。具体的には、スムガイト化学工業パークや

アブロメットの皆様を日本に呼び、ジェネリック医薬品の製造工程の見学や国際スタンダードで

あるGood Manufacturing Practiceに合致した医薬品製造管理体制の知見を強化いただくことを目指

している。また、現地活動としては、日本側関係者がアゼルバイジャンで国内の医療関連法規の

調査やGMPの推進活動等が行われています。 
これらの活動によるアゼルバイジャン側にとっての成果としては、安全で高品質な医薬品を安

定的に供給できる体制がつくられるとともに、製薬業の発展にも寄与し、これらが最終的に経済

成長につながっていくことが期待される。 
JICAは民間企業のビジネス支援そのものはできませんが、対象地域の経済社会開発に資する活

動については支援が可能です。またそのために、民間交流を足がかりとして支援が可能なので、

提案をお待ちしています。ご清聴ありがとうございました。 
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J.バイラモフ・アゼルバイジャン共和国教育省 次官 
「教育分野における日本との協力の可能性」 

 
尊敬する共同議長、尊敬する委員会メンバーの皆様。 
日本とアゼルバイジャンの間の協力は政治、社会、経済などに渡っておりますが、私からは

教育分野の協力の発展についてご報告申し上げます。日本政府によるプロジェクトは、我が国

の教育改革に非常に役に立っており、両国の関係拡大にも価値ある貢献をしております。ここ

では日本政府の草の根プロジェクトについて言及します。 
日本は教育機関との協力という点で重要な役割を担っておりますが、特に学校の建設や修復

については、2006～2013年で約100ものプロジェクトを実施しました。そして多くの幼稚園、学

校、中等教育機関などでは、近代的な設備が設置されました。データによると、日本政府によ

って63もの奨学金制度がアゼルバイジャン国民に供与されており、20％が学士号の取得、37％
が修士・博士号で教育を受ける権利を得ています。 
現在、アゼルバイジャンでは日本語や日本の文化を学ぶことに対する関心が高まっておりま

す。バクー国立大学には2001年に日本語・文学学部と日本学科が設置されていますし、アゼル

バイジャン言語大学では2012年から日本センターが設立され、日本語と日本文化を学ぶ条件が

整えられています。 
教育分野の協力は大学レベルで進んでおり、バクー大学における日本語と日本文化は現在、

地域研究で進められており、外国語学部において大学の学生は日本学を学ぶことができます。

教育省の日本人学生に関する情報によると、アゼルバイジャン文化・芸術国立大学では現在、

４人の日本人が学んでおり、バクー国立大学の大学院で日本人学生が１人学んでおり、２人の

日本人学生が別の大学の大学院で学んでいるそうです。 
こうした協力関係は質的に新しい段階に進むポテンシャルを秘めています。そして、教育大

臣は専修教育や訓練の分野で日本の経験を学びたいと考えており、アゼルバイジャンの教育省

傘下にある機関が全国専修学校各種学校総連合会との関係の促進を望んでいます。ご清聴あり

がとうございました。 
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西川洋・㈱前川製作所 大型プロジェクトセンターグローバルシステム推進センター 

ロシア・CISリーダー 

報告「アゼルバイジャンでのチキン工場での実績紹介」 

 
前川製作所は産業用冷凍機、食品・食肉ロボットメーカーであり、熱の総合エンジニアリング

会社です。今年で創業93年となります。海外には、生産工場が５カ国６工場、41カ国に100箇所の

営業・サービス拠点があり、社員数は4,500人です。 
前川製作所は食品加工、水産加工、乳業・飲料、チキンロボット、オイルガス、ケミカル、冷

凍運搬船、スケート、空調、冷蔵物流などの分野で幅広くコンポ製造・エンジニアリングをグロ

ーバルに展開しています。 
原料の収穫調達から行います。原料から加工して低温保管し、配送していきます。野菜、米、

小麦粉、チキン、食肉、魚などの原料を冷蔵保存しています。食品原料を鮮度良く、衛生加工し

てピラフ、パン冷凍生地、チキン、魚の冷凍食品を作ります。出来上がった冷凍食品は冷蔵庫に

保管します。それらの保管温度は、例えばマグロ－60℃、冷凍食品－18℃、生鮮品０℃です。 
冷蔵庫から病院、レストラン、スーパーマーケットに配送します。国内のみならず海外にも、

アゼルバイジャンであればハラル冷凍食品を輸出するチェーンとなっています。 
例えば、日本の大手「ヨコレイ」の大阪にある冷蔵物流センターです。冷凍機ユニットは自然

冷媒を使用しています。冷却する冷凍機ユニットはアンモニア・CO2を使った自然冷媒を使用し

ます。アンモニアを保有する冷凍機ユニットは機械室内に設置しています。冷蔵庫内のFAN COIL
には冷やされたアンモニアの液のみが循環します。冷蔵庫内でアンモニアが循環しないので漏れ

ても安全です。 
アゼルバイジャンの実績について紹介します。2013年から2014年にかけて大手チキン会社２社

：DAVACHIブロイラー（現SABAグループ）とSIYAZANブロイラー会社の老朽化したソ連製の冷

却凍結システムを近代化しました。日本の最新の冷熱エンジニアリング技術を導入しています。

省エネ、安全、環境に配慮した日本の技術導入により、現在、両社の品質向上と販売増に貢献す

ることができました。SABAグループのチキン工場は、徹底した衛生管理、品質管理を行い、ア

ゼルバイジャンで業界トップの会社になったと聞いております。 
野菜・果物の長期保管が可能な技術を紹介します。経済産業省の支援を受けたコンテナタイプ

にして商品の最適温度・湿度保持と殺菌対策が可能な保管技術です。アゼルバイジャンの高品質

の農産物を海外へ輸出すること、逆に海外の付加価値商品を輸入することが可能となります大規

模な大型冷蔵保管設備について、今後アゼルバイジャン国内で実証テスト実施を検討中です。 
最後に石油ガス市場での実績を紹介します。最近SOCAR社の２工場への納入実績があります。

スムガイト化学工業団地にあるSOCAR POLYMER工場とトルコのSTAR PROJECTのPETKIM社

に弊社のアンモニアコンデンシングユニットを導入しました。各工場にて天然ガス、石油、石炭

を原料として大量のアンモニアを生産しています。このアンモニアの保管タンクにて発生する蒸

発ガスを回収し、液化し、効率的に運用しています。 
前川製作所は省エネ、地球環境問題の解決や食の安全をキーワードとして冷熱分野において日

本の最先端技術を駆使してアゼルバイジャンの食品産業近代化のために貴国と共に挑戦してい

きたいと考えております。皆様と日本で再度お会いできることを楽しみにしています。 
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E.アガエフ・アゼルバイジャン共和国保健省 次官 
「保健分野における日本とアゼルバイジャンの協力」 

 
尊敬する共同議長、尊敬する参加者の皆様。 
アゼルバイジャン保健省と日本の厚生労働省とのあいだには何の協力協定もありませんが、

にもかかわらず、関係を維持し、経済合同会議でコンタクトを続けています。アゼルバイジャ

ンの独立以来、日本政府は保健分野における政府機関のあらゆるつながりを拡大しており、今

なおそうした協力が続いております。 
尊敬するシャリホフ副首相が述べたとおり、960万ドルのグラント・プロジェクトが成功裏に

行われており、日本大使館は15年以上に渡って、草の根支援プログラムの枠内でプロジェクト

を進めておりますが、そのうち17のプロジェクトがヘルスケアに関するものとなっており、小

規模な医療機関の建設や先端設備の導入などが実現されております。 
また、保健分野における協力の一例として、JICAはアゼルバイジャンの救急車や病院の修復

および改善に関するプロジェクトを拡大しています。 
現在、アゼルバイジャンの保健市場の25％以上は日本の設備が占めており、医療施設の主要

な部分で日本製の技術や設備が設置されていますが、これは一般的に35％くらいになると思い

ます。これらの医療機器を有するサービスセンターの設置を検討しておりますが、まだ残念な

がらこの問題は解決しておりません。我々としては、学位の取得や訓練の可能なセンターの設

置を期待しております。 
最近は医薬品分野の発展でも重要な措置が取られております。インダストリアルパークの１

つがそれに特化しており、日本企業がアゼルバイジャンの専門家の育成に携わっています。数

日前にもフォローアップのためのワークショップが開催されました。 
改めまして、日本政府には多大なる感謝を述べたいと思います。そして、今後のさらなる協

力に期待したいと思います。ご清聴ありがとうございました。 
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I.フセイノフ・アゼルバイジャン鉄道 副社長 
「アゼルバイジャンの輸送・トランジットの可能性および、バクー～トビリシ～カルス鉄道と同

路線による日本製品の輸送能力」 

 
 尊敬する来賓の皆様。私の方からはアゼルバイジャン鉄道と輸送回廊についてお話したいと

思います。 
 アゼルバイジャン鉄道の歴史は1878年に遡ることができます。現在弊社はこの地域で最大の

鉄道会社であす。アゼルバイジャンの鉄道の全長は2,910km、稼動している長さは2,079kmでそ

のうち802kmが複線となっております。約50％が電化されており、自動列車制御システムが設置

されているのが1,527kmです。 
 現在、アゼルバイジャン鉄道が政府や経営陣から課されている目標の１つがアゼルバイジャ

ンをこの地域の輸送のハブとすることです。現在我々は輸送回廊のロジスティクスやルートの

整備に注力しています。たくさんの輸送インフラプロジェクトがありますが、中でも２つにつ

いて言及します。１つがロシアとイラン、さらにペルシャ湾諸国を結び、輸送ポテンシャルを

高め、アゼルバイジャンを経由する「南北輸送回廊」を建設することです。もう１つが全長

849kmのバクー～トビリシ～カルスでトルコまでの鉄道輸送になります。現在進んでいるこのイ

ンフラ建設プロジェクトについては、パイプラインと並行して今年の末までに稼動予定です。

もう１つはアゼルバイジャンのアスタラル～イランのアスタラル～ラシトを結ぶものですが、

こちらは最初にアスタラルとアスタラルが接続されますが、アゼルバイジャン部分は完成して

おり、イラン領内が未完成ですが、早急に完成する予定です。そしてすぐに我々はイラン鉄道

と協定を結び、未完成部分がつながると、運営やサービスに関して合意がなされる予定です。 
 アゼルバイジャンのバクー港を中心にすると、周辺にはペルシャ湾諸国、ロシア、欧州があ

り、アクタウ港から中国、トルクメンバシ港からウズベキスタン、アフガニスタン、バトゥミ

港からトルコや黒海諸国へとアクセスが可能になります。 
 カザフスタン、ジョージア、アゼルバイジャン、トルコの鉄道会社と、アクタウ、バクー、

バトゥミの港が協力して、カスピ船舶会社も加わって、トランス・カスピ国際輸送ルートのプ

ロジェクトが進められています。中国～欧州まで貨物が輸送されることになります。 
 このトランス・カスピ国際輸送ルートに関する調整委員会がありますが、署名式にはシャリ

ホフ副首相も参加しました。最初のコンテナが中国から出発しました。我々はこの委員会を協

会に格上げし、憲章を調印する準備が整っています。新しい国や新しい組織が加わることが期

待されています。 
 トランス・カスピ国際輸送ルートの主な目的として、2015～2016年に我々は最初の試運転を

中国の連雲港からトルコのマニサまで行いました。約10,000kmをコンテナブロックトレインが

装甲し、18日で目的地に到着しました。天候が悪い影響を与えましたが、予定通りのタイムテ

ーブルで運行されました。現在、天候等にも依りますが、中国の地方から14～16日で欧州に到

達し、８日で黒海に到着します。このコンテナブロックは2015年末に送られましたが、追加で

４つのブロックトレインが試運転されました。 
 トランス・カスピ国際輸送ルートを紹介しましたが、他の輸送ルートも有利な特徴がありま

す。最も重要な特徴はこの地域の天候です。特に中国～ロシアにかけては、冬場に霧になりや

すく、車両が止まってしまう可能性があり、コストがかかってしまう可能性があります。しか
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し、アゼルバイジャンの気候条件は安定しており、最適です。中国～トルコまでの料金、価格

設定を簡素化し、国境での手続きを最小限に抑え、時間通りに目的地に到着することを保証し

たいと思います。 
 また、国際南北輸送回廊ですが、こちらは４つのルートが可能です。１つ目はイランからの

歴史的なルートで、イランのカスピ海沿岸とロシアのカスピ海沿岸を結んでおり、Bandar Abbas
からの全長5,953kmのルートです。２つ目はカスピ海の東側、カザフスタンからトルクメニスタ

ンを通じて、モスクワへとつながる全長5,741kmのルートがあります。３つ目はイラク～トルク

メニスタン～カザフスタンを北方向に向かうルートで全長が5,953kmですが、これをカスピ海の

西側で行くと全長4,605kmで済みます。アゼルバイジャンはこの地域において唯一ロシアとイラ

ンの両方と国境を接している国なので、このルートが最も魅力的だと考えられます。この輸送

回廊を発展させるために、我々はいくつかの措置を講じており、すでにインドを通じて５つの

ブロックコンテナをアゼルバイジャン経由でロシアへ18日で運びました。 
 もう１つのルートは長年専門家が提案している国際南西輸送回廊です。これは、インド、イ

ラン、ペルシャ湾諸国を通じ、アゼルバイジャンのバクー港やバトゥミ港を通じて、南から西

へと移動するルートになり、欧州諸国へ陸路でより短時間での輸送を可能にします。すでに試

運転は行っています。 
 これらの情報を基に、現在の状況を考慮に入れ、日本の企業、特に自動車メーカーや家電メ

ーカーなどは、日本国内に限らずない販売や、外国でのショールームの設置など、幅広く周辺

諸国への展開を検討していただきたいと思います。アゼルバイジャン鉄道はできる限りの強力

をします。ご清聴ありがとうございました。 
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K.タナカSilk Way West Airlines 日本代表 
「Silk Way航空の活動と協力の可能性について」 

 

 Silk Way West Airlinesは2016年４月24日から日本の石川県にある小松空港に週２便就航しています。

小松空港は、自衛隊および日本航空と全日空が国内線を運航している場所です。 

 小松空港に運ばれてきた貨物は、空港に隣接する北陸自動車道を通ってトラックで名古屋や関西空

港に運ばれて、そこから日本全国に運ばれます。現在の輸送経路は、往路はバクーから小松空港まで

直行ですが、復路はソウル経由でバクーに戻ります。 

 弊社は、2017年３月から成田空港への就航を週３便で運行開始予定です。現在、アゼルバイジャン

と日本政府との間には二国間の航空協定がないため、正式な協定が結べるまでは覚書に基づいて運行

されています。 

 弊社が所有している機体はボーイング747の400型２機とボーイング747の８型２機ですが、その他、

Silk Wayグループの別の航空会社とタイアップした輸送も行っています。400型は最大で114ｔの貨物

を15,000km運ぶことが可能であり、８型は最大130ｔの貨物を18,000kmまで輸送することができます。

どちらも効率の高い飛行機と評価されています。具体的には、自動車や小型バスなどを運ぶことがで

きますし、アゼルバイジャンと日本との関係が深い石油ガス分野ではシームレスパイプ、プラント設

備を運ぶことができます。 

 現在、アゼルバイジャンとの日本とのあいだで旅客の直行便がありませんが、Silk Way West Airlines

に続く形で、近い将来、アゼルバイジャン航空が日本への乗り入れを計画しています。 
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寺島浩司・パナソニックマーケティングCIS㈱ 部長 
「Panasonic Photovoltaic Module /HIT」 

 

パナソニックは、アゼルバイジャンでは、長年のパートナーと一緒に20年以上家電製品中心に商売

をしていますのでブランドは、皆さんよくご存じと思います。 

本日は弊社のソーラーパネルをご紹介させていただきます。午前中のお話でアゼルバイジャンにお

いて再生可能エネルギーのセクターがどれほど重要かということはご理解いただけているのではない

かと思います。実は、メガソーラー建設の話は他のCIS諸国でもありますが、我々としてはその中でも

アゼルバイジャンが有望と考えています。というのも、アゼルバイジャンは非常に天候に恵まれてお

り、年間250日以上の日照が見込まれておりますし、バクー市内を見てもよくわかるように、国際イベ

ントの経験から、電力、情報通信などのインフラがしっかりしています。この２つがソーラーパネル

の事業に適しています。 

弊社のパネルの特徴を発電量、性能、安全性、および、歴史という４つの観点で説明させて頂きま

す。HITというのが弊社のソーラーパネルの総称、ネーミングです。Heterojunction with Instrinsic Thin 

layerの略称で2つの異なる物質をあわせることで最高のパフォーマンスを作り上げるということを意

味しています。 

弊社のパネルの特徴は、変換効率が非常に高いということと、高温下でパフォーマンスを下げない

ところです。一般的なソーラーパネルは高温になるとパフォーマンスを落とす傾向にありますが、弊

社のパネルは、夏の期間が長く、気温が40度を超えるアゼルバイジャンのような高温下でもパフォー

マンスを維持することができます。参考までに、発電量シミュレーションの数値で申し上げます。ア

ゼルバイジャンに近いトルコのアンカラ市をベースに、結晶系の他メーカーと発電量を比較していま

す。月別で見ると特に、６～８月の高温の夏に発電量の差がみられ、年間通して、約23％多く発電で

きます。技術面に触れますと、高温のパフォーマンスを維持する大きな要素となっているのは、2つの

シリコン系のうち、Amorphous（非結晶系）で、発電量の多い単結晶（Monocrystalline）とハイブリッ

ドで使うことによって、発電量と高温でのパフォーマンスを維持することが可能になるパネルを作り

出しています。 

次に、HITの性能を説明します。HITは、単結晶シリコンの両側に、非結晶シリコンを薄く配置する

ことで、電極から電子が通過する際のダメージを最小にしています。通常の結晶系のパネルの場合、

接合面で多くの電子が失われるので、変換効率が低下します。またHITの場合、表面をピラミッド型に

加工することで、光の吸収率も向上させています。さらに、パナソニックのHITの場合、開発、部材調

達、製造、モジュール化から、販売まで一社で責任をもって取り組んでいますので、この点も弊社の

強みです。製造拠点としては、中心が日本、その他、マレーシアおよび北米に拠点を構えています。 

次に安全面です。どのように安全を評価するというと、基本的なテストを繰り返すわけですが、他

社も同様に実施している国際基準のテストを行い、加えて、国際基準以上の厳しい自社テストをクリ

アしています。具体的な事例を挙げると、例えば暴風雨に対するテストです。アゼルバイジャンでは

台風はないと思いますが、強い雨、風でも、モジュールにダメージなく、水も入らないことを確認す

るテストです。また強いライトに照らすことで、高温への対応度をテストしています。それから、パ

ネル上に重圧をかけることで、雪の重さなどに耐える実証実験を実施しています。また住宅用のパネ

ルを日本およびUKで実証実験をした結果、日本では24年、UKでも12年、ほぼ性能を下げることなく

長期に電気を供給しています。 
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最後に弊社のソーラーパネルへの取り組みです。パナソニックは40年間ソーラーパネルの歴史を持

っております。1975年に、非結晶のソーラーの開発を開始して以来HITの量産も20年目に入りました。

ソーラーパネルは10～20年の長いスパンで実績を積み上げていく事業なので、この実績の積み上げが

我々の強みと申し上げておきます。 

繰りかえしになりますが、再生エネルギーの確保は、長期になるので、信頼出来るパネルメーカー

をご検討頂くことを申し上げることで、弊員のプレゼンを終了させて頂きます。ありがとうございま

した。 
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F.サファロフ・SOCAR副社長（経済担当） 
「SOCARのプロジェクトと日本との協力」 
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＜コメント＞ 

太田道彦・日本アゼルバイジャン経済委員会副会長／丸紅㈱副会長 

 
 日本アゼルバイジャン経済委員会の副会長を務める丸紅の太田です。本日は皆様、長時間にわ

たりお疲れ様でした。両委員長からの閉会挨拶の前に、本日の議論を総括したいと思います。 
 今回の会議ではエネルギー価格が低迷する環境下でアゼルバイジャンの産業構造を多様化し、

持続的な経済発展を可能にするために必要な両国の関係強化のあり方を主要テーマとして議論

が行われました。活発な議論が行われたと思いますが、とりわけ、シャリホフ副首相からたくさ

んのコメントをいただきありがとうございました。中でもシマル発電所の案件については詳細な

コメントをいただきましたが、なるべく早く調査して大使館経由でご連絡できればと思います。 
 両委員長による基調報告に続く午後のセッションではアゼルバイジャン側から産業多角化に

向けた投資環境整備の道筋が示され、観光・灌漑・鉄道・交通といった新たな投資対象分野が日

本側に紹介されました。 
 これに対して日本側からは、JICAが経済協力の枠組を使用したアゼルバイジャンでの取り組み

を説明したのに加え、民間企業からはアゼルバイジャンおよびその他の国におけるビジネスの実

績が紹介され、会議のテーマである産業多様化による経済発展に日本の経験とノウハウが活用で

きる余地が十分にあることが示されました。製鉄、繊維、製糖、セメント、製紙分野をはじめ、

多くの分野において日本として貢献できるものがあると感じた次第です。ただし、現在、油価下

落という厳しい環境下でありますが、両国間で引き続き協議を進めたいと思います。 
 アゼルバイジャンと日本はカスピ海を挟んでその途中に数多くの文化圏、経済圏、市場を有す

る遠い隣人です。また、日本から見たアゼルバイジャンはカスピ海を挟んだトルコやヨーロッパ

への玄関口でもあります。アゼルバイジャンを取り巻く経済環境は厳しいものがありますが、今

後、日本の民間セクターから行われた活発な提言が実現していくように日本側では経済産業省、

外務省、JICA、本日の事務局を務めてくださいましたROTOBO、アゼルバイジャン側でもシャリ

ホフ副首相閣下以下関係政府機関にも参加いただき、両国間の経済対話が今回の会議を機にいっ

そう活発化して深まっていくことを期待して、総括とさせていただきます。 
今日は一日ありがとうございました。 
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＜閉会挨拶＞ 

小林会長 

 

尊敬するシャリホフ副首相閣下、ご来賓、ご列席の皆様。閉会にあたり一言ご挨拶を申し上

げます。 
本日の第９回日本アゼルバイジャン経済合同会議は、両国の多数の参加者の下、盛りだくさ

んな議題についてほぼ一日かけて多くの報告や意見交換ができ、たいへん充実した会議となり

ました。 
皆様、たいへんお疲れ様でした。また、本会議を盛り上げて頂きました皆様のご協力に改め

て感謝申し上げます。 
本日の会議では特に非石油・ガス分野における両国の新たな協力関係の可能性に焦点をあて

た数多くの報告がなされると共に、両国のメンバーから様々な分野における案件についての建

設的な意見や提案を頂きました。 
アゼルバイジャン側からの報告や提案につきましては、本日、ご来臨を賜りました松村経済

産業副大臣他、日本政府関係者の皆様には私どもよりも別途しっかりとご報告いたします。 
また、日本側の民間企業としては、ご提案や報告案件が今後ビジネスとして参入可能かどう

かについて検討を行うと共に、その具体化に向けて努力していきたいと思います。 
一方、日本側より報告・提案いたしました案件につきましては、アゼルバイジャン側で今後

ご関心やご質問等がありましたら、報告者に対して直接、または本合同会議の日本側事務局で

あるロシアNIS貿易会にいつでもお声掛けを頂きたく、お願いいたします。 
 
 
 

シャリホフ副首相 

 
繰り返しになりますが、今日の会議の参加者の皆様にお礼を申し上げたいと思います。外務

省の皆様、そしてこの会議の準備・運営をしてくださった皆様に心から感謝を申し上げます。

友人の皆様全員に感謝を申し上げます。会議に参加してくださった方皆様にお礼を申し上げま

す。 
今日の会議でありますけれどもこれまでの会議と違いがあります。まず第一の違いは、ここ

直近の６年、７年で初めて具体的分野を挙げているわけです。非エネルギーセクターの具体的

なセクター名を挙げて日本企業の皆さんに参加してほしい、視野を持ってほしいということで

呼びかけています。これは我が国の産業におけるプライオリティの高い分野であります。近い

うちに友人である日本企業の皆様、日本の政府、国家の政府機関がこういった重要な分野に参

加してくれると信じています。そうすることがアゼルバイジャンにとっても日本にとっても利

益になります。そしてお礼を加えて皆様に申し上げたいと思います。皆様のご健康、ご多幸を

お祈り申し上げます。どうもありがとうございました。 
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